
























































































































６ 山古志村史通史　P269 〜 971 参照
７ 山古志村史通史　P972 参照　南総里見八犬伝は 1814 年〜 1842 年の作品
８ 山古志村史通史　P269 〜 271 参照
９ 長岡市指定文化財、山古志支所所蔵「山古志村史」参照
10 「年表小千谷」渡邉三省著　昭和 59 年 8 月によると 1618 年に片貝、高
梨は長岡藩に、1647 年片貝村の三分の一が高田領 : 新料、長岡領：古
料と呼ぶ。1701 高田領が佐倉藩領となる。1703 長岡領片貝が幕領（出
雲崎代官管下）、1723 佐倉藩の稲葉氏が山城淀藩となり、新料が淀藩





































































































































































































18 「おもちゃから童具へ」和久洋三著　昭和 49 年　P193 〜 194 参照
19 写真左：「郷土玩具①紙」牧野玩太郎・稲田年行著　昭和 44 年　P47 参

























































































































う雰囲気の中 27 で昭和 47 年に民具収集活動が行われ昭和












































昭和 46 年、昭和 53 年と足跡がある。





































































年の暮らし」須藤功著　2005 年 10 月
　「ふるさと山古志に生きる−村の財産を生かす宮本常一
の提案−」山古志村編集委員会　2007 年４月
　「花火に熱狂する片貝」渡辺三省著　平成４年８月
　「ふるさと玩具図鑑」井上重義著　2011 年８月
　「郷土玩具①紙」牧野玩太郎・稲田年行著　昭和 44 年
　「郷土玩具②木」牧野玩太郎著　昭和 44 年
　「おもちゃから童具へ」和久洋三著　昭和 49 年
　「山古志村民俗資料館と収蔵民具」飯島康夫著
　新潟大学災害復興科学センターアーカイブズ分野
